
＜別紙１＞ 

 

取り戻そうとする廃炉等積立金の額、廃炉等の実施内容及び廃炉等の実施時期 

 

●令和２年度（2020 年度） 
 

（内 訳）  

・汚染水対策プログラム 50,586,965 千円 

・プール燃料取り出しプログラム 21,638,991 千円 

・燃料デブリ取り出しプログラム 5,153,139 千円 

・廃棄物対策プログラム 16,785,857 千円 

・敷地全般管理・対応プログラム 7,540,552 千円 

・プログラム以外の廃炉作業 55,212,526 千円 

・業務運営 28,657,426 千円 

（上記の額の合計） 185,575,456 千円 

（注）このほか、「上記の額以外の支出に備えた金額」（予備費）として、 

26,000,000 千円を確保しており、合計 211,575,456 千円。 

 

●令和３年度（2021 年度）  

（内 訳）  

・汚染水対策プログラム 38,930,112 千円 

・プール燃料取り出しプログラム 26,907,770 千円 

・燃料デブリ取り出しプログラム 9,550,066 千円 

・廃棄物対策プログラム 8,924,610 千円 

・敷地全般管理・対応プログラム 5,080,634 千円 

・プログラム以外の廃炉作業 46,655,198 千円 

・業務運営 28,106,714 千円 

（上記の額の合計） 164,155,104 千円 

（注）このほか、「上記の額以外の支出に備えた金額」（予備費）として、 

22,000,000 千円を確保しており、合計 186,155,104 千円。 

 

●令和４年度（2022 年度）  

（内 訳）  

・汚染水対策プログラム 25,414,105 千円 

・プール燃料取り出しプログラム 27,959,749 千円 

・燃料デブリ取り出しプログラム 8,420,764 千円 

・廃棄物対策プログラム 28,712,605 千円 

・敷地全般管理・対応プログラム 4,335,695 千円 

・プログラム以外の廃炉作業 47,470,731 千円 

・業務運営 27,520,091 千円 

（上記の額の合計） 169,833,740 千円 

（注）このほか、「上記の額以外の支出に備えた金額」（予備費）として、 

23,000,000 千円を確保しており、合計 192,833,740 千円。 

 


